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概要　妊娠中期に は ほ ぼ 50％近 くを占め て い る骨盤位は 妊娠 の 進行 と共に 自然に頭位に 整復して 満期分娩時 に

は 大部分が 頭位で 生 ま れ る が，約 3 〜5 ％ は 依 然 と し て 骨盤位 と して 残 る ．こ れ に は 種 々 の理由があげ られ る

が，その
…

つ として 胎盤 の 付着部位や そ の 形状 も考え る必 要があ る ，そ こ で 既 に 報膏 した 胎盤の 付着部位 お よ

び 形状か らみ た分類 （本誌3G巻 1号）
3）
を用 い

，
こ れ と骨盤位 との 関係 に つ い て 検討を試み た．そ の 結果 は 工）

胎盤 の 型別 の 骨 盤 位 の 頻度 を 逐 月的 に 比較 し た 成績 で は ，い ずれ の 型 の 場合 で も妊娠月数が進む に つ れ て 骨盤
位が減少 して い る もの の ，胎盤 の 型 に よ り減少 の 程度 に 差が あ る こ とが認 め られた ．即 ち胎盤 が 子宮壁 の 一つ

の 壁 に 子宮底 に接 して 付着 し，か つ そ の 形が横長 の 楕円形又 は卵円形を示す場合 （M2 型，　S， 型） と胎盤 が 子

宮の 前後 両 壁 に わ た り付着す る すべ て の 揚合 （両壁付着群）で は こ の 他 の 型 の 場合に比 べ て，妊娠の 進行 と共
に 自然に 起つ て くる 減少度 が 低 い ．2）　ま た 骨盤位例 の み に つ い て 胎盤 の 型別 の 頻度分布を 逐月的に 検討 して

み る と上 述 の M
， 型，Sz 型 お よび 両壁付着群 で は， の こ りの 他の 型が減少 の 傾向を示 す の に 対 し，明 らか に

増加 す る傾 向 を認 め た ・そ の た め 満期分娩時 で は
， 頭位の 場合に は M ・

， 型，S
， 型お よび 両 壁付着群とそ の 他

の 型 と の 比 は 1 ： 2 で あ る の に 対し，骨盤位 の 場合の そ れ で は 3 ： 1を 示 し
， 著 しい 差があ る こ と が 認め られ

た ．した がつ て骨盤位に認め られ る胎盤 の 型分煩別の 分布は骨盤位の パ タ
ー

ン と，頭位 に お け る そ れ は 頭位 パ

タ ーン と 菖い 得 る が，こ の 両 パ タ
ーン は 初経産 の 別な く認 め られ，また 同

一
入 で 頭位 と骨盤位を経験 した 症例

で も同様 に 認 め られ た ．

　従つ て胎盤の 付着部位と形状 とは 骨盤位 の 成因と して か な り大 きな役割をは た して い る もの と推論 した ．

Sy珮   鱠Sis　My 　study 　about 　the 　relationship 　between　breech　presentation　and 　typcs　Qf 　placenta　may 　be
summarized 　 as 　follows；

　1．　Breech　presentation，　 which 圭s　feund　in　 nearly 　50％　of 　all　pregnancies　in　 midtrimester ，　gradually
changes 　to　vertex 　presentat圭on ，　so 　it　declines　in　frequency　as　pregnancy 　progresses　and 　finally　is　fc〕und 三n

only 　3％ to 　5％ at 　the　time 　of 　delivcry．
卜

　2．Therc 　is　much 　difference　among 　the 　types　of 　placenta　as 　to　how　frequently　this　reposition 　takes　p工ace ．
In　types ム，lm　S，　and 　aU 　types 　of 　b量1ateral　attachment

，　this 　reposition 　occurs 　less　frequently　and 　breech　pre−
sentat 量on 　remains 　in　more 　than 　6％，　golng 律s　hlgh　as 　12％ in　some 　types ，　even 飢 the　tilne　of 　delivery．　 On
the　contrary

，　in　a王most 　all　types　of 　 unilateral 　attachment 　cxcept 　M2，　S2，　i．e．，　M1 ，
　M3 ，　M4 ，　SL，　S3，　and 　S4，

thls　reposition 　takes　place　more 　frequently　and 　breech　presentation　is　only 　2％ at　the　time 　of 　delivery，

　3．Moreover
，　
from　the 　distribution　 rate 　 of 　each 　 type 　in　breech　 presentation，　 it　 is　 clear 　that 　there 　 is

much 　difference　amQng 　types　as 　to　how 　frequently　this　rcposition 　occurs ，

　The 　distribution　rates 　of 　M2 ，　S2　types　and 　all　bilateral　attachment 　typcs　increase　as 　pregnancies 　go　on
，

but　those 　of 　aIl　other 　unilateral 　types 　cxccpt 　M2 ，　and 　S2　decrease．　 So　at　the 　time 　ef 　delivery
，
　the ｛brmer

rate 　t・ the 　latter　beG・ mes 　76　t。 24 （3　t・ 1）．

　This　mode 　of 　progrcssiQn　is　called
‘∈

the 　pattem 　of 　brcech　presentatiQn．
，，

　 It　presents　a　striking 　contrast

to
‘‘
the　pattern　Qf 　vertex 　prescntation，

”in　which 　the 　same 　former　rate 　to　the 　same 　Iatter　 rate 　becomes
34tQ 　66　（1　to　2）．

　4，The 　 above 　 mentioncd 　 pattern　 of 　breech　 presentation 三s　 unchanged 　 regardless 　 of 　primipara　 or

multipara ．　In　cases 　who 　have　experienced 　both　vertex 　and 　breech　dellveries
，
　thcre 　appcars 　the　pattern　of

breech　presentat量on 　三n 　the　case 　of 　breech　（王el量very ，　and 　the　pattern　of 　vertex 　presentatiQn　in　the　case 　of
vertex 　delivcry．
憂ζey 　wor 鹿5 ： Breech　presentation ・Placental　site ・Placcntal　position。Placental　shape
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　　　　　　　　　 緒　　言

　骨盤位分娩は全分娩例 の 3 〜 5 ％を占め ， 産科

医が 日常取扱 つ て い る あ りふ れ た 分娩で ある が，

そ の 原因に 関 して は 未だ 明 らか に され て い な い 。

原因が明 らか に な つ た か ら とて その取扱い 方に 大

きな変革を来た す とは い え な い か もし れ な い が ，

不 明の まま で分娩を取扱 う こ と に大 きな 不安があ

る の で ， そ の 原因 の 解明が望 まれて い る ．

　胎児 の 位置に 最も大きな影響を及ぼす もの は 胎

児を取 りま く子宮内に おけ る環境であろ うか ら，

骨盤位 の 原因 も先ず こ こ に求む べ きで は なか ろ う

か ．幸い に 娩出され た 胎盤を展 開 し子宮内に ある

状態に 復元する こ とが出来 る よ うに なつ た の で ，

こ れを基 と して骨盤位 と の 関係を検討す る こ と に

よ り，或は そ の 原因を明 らか に す る こ とが出来 る

か も しれ な い と考 え， こ こ 10余年に わ た り検討を

重ね て きた ．今回 ， 主 と し て 最近 の 3年問の成績

を纒め た と こ ろ所期 の 目的を ほぼ満足せ しめ る よ

うな成績が 得 られた の で こ こ に 報告 す る こ とに

した．

　　　　　　　研究対象お よび方法

　材料は 昭和 40年か ら昭和51年 ま で の 12年間 に 著

者が取扱 つ た分娩例を対象 し た が，特 に 昭和 49年

よ り昭和51年 ま で の 3年間 の 例 に 重点を置い た ．

　方法 ： 妊娠後半期，特に 妊娠第 7 月以降分娩ま

で診察を丹 念に行な い s 骨盤位 の診断を正確 に下

す と共に ，骨盤位に 対して は以後 の 経過 を 監視

し， 自然に頭位に整復 した場合は その 時期を記載

し ， 妊娠第10月に な つ て も整復 しな い 場合 に は 腹

部 「レ 」線撮影を行な い ，骨盤位の種類を診断 し

て お き ， 分娩時に は そ の 経過 の 観察は 勿論 ， 後産

娩出後 の 胎盤 の 展開 ， 復元
3）

に よ り胎盤 の 付着部

お よび形状を確認 し ， 表 1 の基準に よ り分類 し骨

盤位と の 関係を 検討 し た ．

　　　　　　　　　 成　　績

　予備調査 ： 先ず昭和40年 よ り昭和 42年 まで の 3

年間 の 分娩例 に つ い て 予備調査を行 つ た ．

　 1。 胎盤 の型別 に みた骨盤位 の 逐 月的推移に つ

い て

　上 記期間中の 分娩例2
，
550例 に つ い て 妊娠第 7

月以降分娩 まで の妊娠月数別に み た骨盤位 の 頻度

は表 2 に 示 す通 りで あ る．すなわ ち妊娠第 7 月で

は 骨盤位は 40 ．9％を占め ， 半数に 近 い 例が骨盤位

で あるが ， 妊娠第 8 月で は 23．0％ ， 妊娠第 9 月で

は 12，0％ と急激 に 減少 し
， 妊娠第 10月 で は 5．9％

とな り分娩時に は
一般 に 言 わ れ て い る 頻度4．5％

とな つ て い る。

　 こ れを胎盤 の 付着部 と そ の 形状 に 基 い た 胎盤 の

分類 （以後胎盤 の型分類 と言 う）別に みた結果は

表 2 に示す通 りとな る．これを見 て先ず 目立 つ こ

とは 胎盤 の 型 に よつ て 骨盤位 の 頻度 に 著 しい 差

が ある こ とで ある，詳 しくい えぼ ， 妊娠第 7 月で

表 1　 胎盤の 分 類 （付着部お よ び 形状に よ る）

中 央付着 ； 胎盤が 子 宮 の 一つ の 壁の 中央に 付着 す る もの ．

　 Ml 胎盤が 子宮底に 接 し，形 が円 形 また は こ れ に 準ず る もの ．
　 M2 胎盤が 子宜底 に 接 し，臓 に 長 い 楕 円形 また は 卵 円形 の もの ．

　 M ／1 胎盤が子 宮底 に 接 し，縦 に 長 い 楕 円形 また は 卵 円形の もの ．

　 M4 胎盤 が 子宮 底 を 2cm 以 上 離れ て い る もの．

側 方付着
’
胎盤が 子宮の

一
つ の 壁 で 片側に 偏 して 付着す る もの ，

　 S1 胎盤が 子 宮底 に 接 し，形が ［
τ
］形 ま た は こ れ に 準ず る もの ．

　 S
： 胎盤が子宮 底に 接 し，横 に 長 い 楕 円形 ま た は 卵 円 形の もの ．

　 S
己 胎慇が 子宮底 に 接 し，縦 に 長 い 構 円形 また は 卵 円 形 の もの ．

　 S4　 胎盤が 子宮底 を 2cm 以 上離れて い る もの ．

両壁付着 ： 胎盤が 了宮 の 前後両壁 に 亘 つ て 付着す る もの ．
　 2M 　主 胎盤が 中央 付着 （主 と し て M2 型 ）で ，子宮 底を そ の 境 と す る もの ．

　 2S1 主 胎盤 が 側方 付着 （屯 と して Sz型 ） で，子 宮底 を そ の 境 と する もの ．

　 2S
中 主胎盤が 側方 付着 （主 と し て S1型） で ，子宮角 を境 の 中心 とす る もの ．

　 2S2 主 胎盤が倶ll方付着 （主 と して S3型 ）で，　 f宮側縁 を境 とす る もの ．

　 2S3 主 胎盤 が 側 方 付 着 （主 と して S4型 ） で，子宮 底 を 2cm 以 上 離 れ，側 縁 を 境 とす る もの ．
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表 2　 胎 盤 の 型 分類別に み た 骨盤位の 頻度の 逐 月的推移

（昭和40年 よ e42年 ま で の 3 年間 の 分娩 例2550 例を 対 象 と し て ）

妊 娠 第 7 月 妊 娠第 8 月 妊娠第 9 月 妊娠 第10月 分　娩 　時　 　 　　 妊 娠 月数

胎 盤の 分額 例数
骨盤位
の 数

％ 例 数 骨盤位
の 数

％ 例数
骨盤位
の 数

％ 例数
骨盤 位
の 数

％ 例数
骨盤 位
の 数

％

M1 十 M3974243 ，21141714 ．9123129 ．716384 ，816442 ．4
中刊
　着

央群

M21034846 ．61132623 ．O1191513 ．4149149 ．414974 、7

M 吐 531935 、86169 ．86911 ，49200go00
一

壁

付

着

群

Sl50219438 ．554511621 ，258 豆 498 ．4744
　 ，广283 ．7748222 ．9

S227612244 ．229010034 ，5314 ． 6921 ，9388369 ．2388297 ，4
側
方
付

着
群

S531111035 ．23426017 ，5366246 ．4
｝
453173 ，7 丶 457132 ．8

S4913740 ．19388 ．61032L913910 ．71370o
2M 673755 ．2713042 ，2722230 ．586ll12 ．6871112 ．6

2S1 11  4540 ．91163025 ，912316 】3，0157138 ．315995 ．6両

壁

付

着

群

2S
中

401845 ．0411024 ，4441022 ，749612252611 ．5

2S2 683043 ．2702332 ．8741621 ，683il13 ．2861011 ．8

2S3 14750 ．016531 ．219421 ．13 ！ 412 ．931412 ，9

喜1 29913745 、83149831 ．23326820 、54064511 ユ 415409 ．6

合 　 　 計 17327   94   ，9187243123 ．0200724112 ．025341495 ，925501154 ．5

は 骨盤位 の 頻度が高 い の は 2M 型 で 55．2％ ， 最も

低い の は Ss型で
， 35．2％ ， そ の 差が 20．0％ とな

つ て い る． こ の 二 つ の 型 の 間 に 他の 型が 平均値を

中心 と し て並ん で い る ．即ち 平均値 よ り高い 部分

に 高 い 方か ら2S
，，
M

，，
2S

中 ，
　S2

，
2S2

，
M1 の 各 々 の 型

が， それ よ り低 い 部分に S
、，

Sl）
M

、，　 S3 の 各

々 の 型 が こ の 順に 並ん で い る．こ の状態は 妊娠の

進行 と共に 著明 とな り， そ の差は 大 ぎ くな つ て い

る．即 ち妊娠第 8 月で は頻度の 最 も 高 い 型は 2M

型 で 42．0％ ， 最 も低 い 型は S4型 で 8．6％ ， そ の 差

は 33，0％ と大 きく開 い て くる ．こ こ で も平均値 よ

り高 い 部分 に は 両壁付着 の 全部　 （2SI， 2S中 ，
　2S2

，

2S
， の型） と

一
壁付着 の M

、 型 ，
　 S2 型 があ り，

低い 部分 に は M2 型，　 S2 型を除 い た 一壁付着の

全 部 の 型が分布 して い る．

　更 に 妊娠第 9 月に な る と
，　骨盤位は 平均値で

12．0％と減少す るが，こ の 時期で も2M 型が30．5％

と最 も高い 頻度を示すの に 対 し ， 最 も少ない M4

型で は非常 に 低 く僅か に 1．4％ ft示 す に 過 ぎず ，

S4型 と共 に 骨盤位は 目立つ て 少な くなつ て い る．

　妊娠第10月で は 2S2型 が 13．2％で 最 も高 く，
　 M4

型が 0 ％で 最 も低 くそ の 差 は 13，2％とな り， 前 の

月に比 べ て更に小 さ くな つ て い るが ，
M2 型，　 S2

型お よ び両壁付着 の総て の 型は 平均 値 よ り高 い 頻

図 1　胎 盤 の 型 別 に 見 た骨 盤i位 の 頻 度 の 逐 月 的推 移

Q
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　　　 ＼
。 　 　 　 　 　 　 M12 ・4％

　 　 　 　
噛、　一一一 ＿

　　　 9 月　　 lo月　　 分 娩

度を示 して い る し ，
M

， 型 ，
　 S2 型を除 い た他 の 一

壁付着 の 各型 は平均値 よ り著 し く低 く， M4 型，

S4型は．O％かそ れに近 い 頻度 に ま で低下す る．

　以上 の 成績 か らみ ると骨盤位は妊娠中期 の 高 い
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頻度か ら妊娠が進む に 従つ て 低下す るがそ の 程 度

は 胎盤 の 型 に よ つ て 違い
， 或型 で は 急峻な 曲線を

えが くの に 対 し，或型 で は比較的 なだらか な曲線

を辿 る こ とが判 る，

　2。 骨盤位 の 胎盤 の 型別 の分布 の 逐月的推移

　
一

方見方を 変え て ，前項 と同 じ骨盤位に つ い て

胎盤 の 型別 の 分布が 妊娠の進行 と共 に ど の よ うに

変る か を み た ．先ず対照 と し て 全分娩例2
，
550 例

に つ い て 妊娠第 7 月以降分娩 ま で の 各 月に お い

て の 胎盤 の 型別 の 分布を み た が 図 2 に 示 した通

図 2　 全 分 娩 例 に お け る胎 盤 の 型 別 の 分布 の 逐 月的

　推移

％

30

20

10

妊 娠 第 7 月　　 8 月　　 9 月　　 IO月　　 分娩

り こ れ で は 逐月的の 変化 は全 く認め られな か つ

た ，然 し 骨盤位 の 場 合は 全 く違 つ て くる． 即

ち，図 3 に 示す如 く妊娠 7 ヵ月で は骨盤位の 場 合

と全分娩例 の 場合 とそ の 分布が非常 に よ く似て お

り ， 両者 の 間に は 殆ん ど差異が な い とい つ て もよ

い状態で あるが，妊娠第 8 月以後に な るとそ の 問

に 相違が は つ き り と現われ て くる ．そ の 変化 の
一

図 3　骨盤 位 に お け る 胎盤 の 型別の 分布 の 逐 月 的推

　 移

％

30

20

10

　

　

妊 娠 第 7 月　 　 8 月 9 月

壁

Mzl

中

十 M ：

3

　 　 　 　 　 M4
10月　　 分 娩

つ は 妊娠が進 むに 従 つ て 頻度 の 上昇す る もの で

あ り， 他は 頻度 の 低下する もの で ある， 前者に

属する もの は S
、 型 ，

2M 型 ，
2Sr 型 ，

2S
， 型 で ，

S2型 を例 に と る と，妊 娠第 7 月で は 骨盤位 の 頻度

（172 ％）は全分娩例 の頻度 （15．2％） と略々 同

じで あるが
， 妊娠第 8月以後は 次第に 上昇す る．

即ち妊娠第 8 月 で 23 ．2％ ， 妊娠第 9 月で 28．6％，

分娩時で 25．2％ とな つ て い る．これに 対 し後者に

属する もの は S2 型 ，
　 M

， 型を除い た 一
壁付着 の

す ぺ て の 型 で
，

Si型を例 に と る と， 妊娠第 7 月

で は 骨盤位 の 頻度 （27．4600）は 全分娩例 の 頻度

（28．9％） と ほ ぼ 同じ で あ る が
， 妊 娠第 8 月以後

は次第に低下す る．即ち妊娠第 8 月で 26．9％，妊

娠第 9 月で 20．3％ ， 妊娠第 10月で 18．8％，分娩時

19．1％ とな つ て い る．結局分娩時 に お い て は 骨盤

位 の 場合 の 胎盤 の 型別 の 分布は 全分娩例 の 場合の

胎盤 の 型別 の 分布 とは全 く異な つ た ，特異 と い い
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うる分布を示す．

　以上 予備調査の結果 か ら骨盤位 と胎盤 の 型分類

と の 間に は確か に
一
定の 関係が ある こ とが 推測出

来た の で
， 改め て昭和49年よ り昭和 51年 ま で の 3

年間 の 分娩例 を対象 と して 調査を行 つ た 。

　昭和 49年 よ り昭和51年ま で の 3年間 の 骨盤位 の

調査成績

　1． 胎盤の型別に み た 骨盤位の頻度一分娩時に

お い て一

　上記期間中の 分娩例 （子宮奇形 を除い た単 胎）

は 4，082例で ， こ の 中骨盤位は 154例 あり，そ の 頻

度は 3．8％で ある， こ の 骨盤位を胎盤 の 型別 に分

けてそ の 各 々 の型に お い て の頻度を見る と図 4 の

％

14

12

10

4

図 4　 分娩時に お け る 胎盤 の 型別の 骨盤位 の 頻度
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図 5　 骨盤位例 に お け る骸 盤 の 型別の 分布 の 逐月的

　推移

％
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．

　　　　　　＼ ．
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曜

こ 一
咽 S4

　 　 　 　 　 ML

O
　 MI 　 M2 　 M ＃　M4 　Sl　 S2　 S3　 S 些　2M 　2SI 　 2S

巾
2S22S ：

％

如 くなる．目立 つ て 頻度 の高い 型は 2M 型で 12．3

％ と非常 に 高 く， 平均の 骨盤位 の 頻度3．8％の 約

3 倍以上 で あ り，続い て 2S
、 型，　 S2 型，2S2型，

2S中型 等が高 く，
こ れ も平均値 の 2倍以上 を 占め

て い る． こ れ に 対 し M2 型 ，
　 S2型 を除 い た 一

壁付

着の 全部 の 型で は骨盤位は 非常に 少な く， そ の 頻

度 も平均値 よ り遙 か に 低 い． 特に M
， 型 M4 型

は 殆ん ど 0 に 近 い 頻度 となつ て い る ，

　2． 骨盤位に おけ る胎盤 の 型別 の 分布 の 逐 月的

妊 娠 第 8 月　　 9 月 10月

IM4A−
分 娩

推移

　 こ の 調査iで は昭和49年と50年の 2 年間 の 分娩例

で ， 妊娠第 8 月以降 に 骨盤位 で あつ た例を対象 と

した．例数は 522例 で，胎盤 の 型別 の 分布 の 逐月

的推移は 図 5 に示 した 通 りで ある．

　妊娠第 8 月で は 骨盤位 の数 は 522例 で ，こ れ らの

胎盤の 型別 の 分布で OX　Si型 の 減少，　 S
， 型 M

， 型 ，

お よび 両壁付着 の 各型 の 増加 の 傾向が見 られ ，

こ の点既に 骨盤位 と して の特徴を示 し て い る。そ

して妊娠が進 み，妊娠第 9 月以後 となる に従い 更

に こ の 傾向が は つ き りして く る． 即 ち M2 型，

S2型お よび両壁付着で は 頻度が逐月的に 増加す る

に 反 し上記以外の型 で は 頻度が減少す る．そ の 結

果分娩時に は 骨盤位 に 極め て 特徴的 とい い うる分

布を示 す よ うに な る．即 ち表 3 に 示 す如 く，
Sz

型，M2 型 と両壁付着群 がそれぞれ 33．8％（52例），

24．7％ （38例 ），15．5％（24例）と多 くこ の 三 つ の 型

で 骨盤位 の 半数以上 を 占め る こ とに な る、 t の 分
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表 3　骨 盤 位 に お け る 胎盤 の 型 別 の 分 布
一

分娩時
一

　 　 　 　 　 　 （骨 盤 位 の パ タ
ー

ン ）

胎盤 の f 丶 例　数　 1　　％

M1 8　 　 15 ．2
M2 38 24．7

中央 付 着
M3 0 o　 ｛
M4 1 0．6一　 壁

付着群 SL 18 lL7

S2 52 33 ．8
側方 付着

S3 7 4 ．5

S4 6 3 ．9

2M 　　　　　i　　　 7 4 、5

2S1　　　　　　　 6 3 、9

2＆＋11 　 　 3 1．9両　 壁

付着 群 2s2 4 2．6

2S3 4　　 1　　 2 、6　　　　　　　眉r
話 24　　　　　 15．5

含　 　 　 訓 154

布状態を骨盤位 の パ タ ー ン と名付けた （図 6A ）．

　付 ： 頭位に お ける胎盤 の型別の分布

　骨盤位にお い て の胎盤 の 型別 の 分布に 対し頭位

の 場合に は どの よ うな胎盤 の 型別 の 分布を示す も

の か 対照 と し て調査 し た．調査対象 ば上記期間中

の 子宮奇形を除 い た 頭位分娩例3
，
925例 を用 い た

が，そ の結果は表 4 に 示 す ご と くで ，
一

壁付着 が

圧倒的に多 く93。8％を占め る の に対 し，両壁付着

は 僅か に 6。2％ に 過 ぎな い こ と，

一
壁付着 で は 18

％ と特に頻度の高 い Si型 と僅 か に 2．5％に 過 ぎな

い Ms 型を除 い た，他 の 型は 10〜14％と 略々 「司じ

頻度を示 し て い る こ と等 に 特徴があ る． こ れ を頭

位 の パ タ ーン と名付けた （図 6B ）．

　分娩回数か ら見た 骨盤位 と胎盤の 型 と の 関係

　前項と 同 じ骨盤位を 対象と し ，
こ れ を 初産 と

経産 とに別けて 胎盤 の型 との 関係を見た の か 表 5

で ある。初産で は総分娩数2
，034例中骨盤位は 98例

で ，そ の頻度は 4．8％で ある の に対 し，経産で は総

分娩数2，096例中骨盤位が 56例 で 2．6％の頻度 とな

り， 骨盤位 は初産 に 多 く経産 の 約 2 倍とな つ て い

る．然 し胎盤 の 型別 に み た骨盤位 の 頻度分布は表

5 の 如 く，初産 と経産 との 間に は 著 し い 差は 認め

られず ，
い ずれ も骨盤位 が示す特有 の パ タ

ーソ を

示 して い る．只強 い て 差 を求め るな らば ， 両壁付

％

30

20

10

％

30

20

10

図 6A 骨盤位 パ タ
ー

ソ

M ・ M2M ・ M ・ SIS ・ S・ S
耀

図 6B 　 頭 位 パ タ
ー

ン

MI 　 M2　 M3　 M4　Sl　S2　S3　S4　両
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 壁
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表 4 　頭位 に お ける 胎盤の 型別の 分 布一分 娩 時
一

　 　 　 　 　 　 （頭位 の パ タ ー
ン ）

胎盤の 型
例 　数 ％

M 且 461 11．7

M2 534 13，6
中央付着

M3 97 2，5

M4 408 10．4一一　躄

付着群 S1 726 18．5

S2 491 12．5
側 方 付着

S3 416 10．6

S4 548 14．0

2M 50 L3

2SL 52 L3

2S
中

35 09両 　 壁

付 着群 2S2 43 1．1

2S3 64 L6

言1 244 6．2

合　　　　計 3925

表 5　 初産，経産 別 に み た骨 盤 位 例 の

　胎盤 の 型別の 分布状態

初　 　産 経　 　産

胎 盤 の 型 例 数 ％ 例 数 ％

M166 ．123 ．6

M22323 ．51526 ．8
中

央

付
r

着

M300 oo

M41LO00一
　 壁

付着群 SL1212 ．2610 ．7

S23434 ．71832 ，1
側

方

付

着

S355 ．123 ．6

S455 ．111 、8

2M 44 ．135 ．4

2S1 11 ．058 ，9

2s中 11 ．O23 ．6両　壁

付着群 2S2 22 ．O23 ．6

2S3 44 ．1 （〉 o

討 1212212 　　　21 ．5

含　 　言十 98 56

着の 型の 頻度が 初産 よ りも経産に 多い と い うこ と

で あろ う．

　経産例 で 1回 の分娩が骨盤位 で あつ た例 の胎盤

の 型に つ い て

　イ． 王回 の 分娩が骨盤位で あ り， そ の 前後の 分

娩が 頭位 で あつ た 95例 に つ い て 頭位分娩 の 時の 胎

盤 の 型 の 頻度分布 は表 6 に示す通 りで ，
一

壁付着

表 6　 1 回 の 分娩 が 骨 盤位で あ つ た 経産 例 で 頭位

　 の 時 と骨 盤 位 の 時 との 胎盤 の 型別 の 分布状態

頭 　 　位 骨 盤 位

胎 盤 の 型 例 数 劣 例 数 ％

M11212 ．658 ．5

M21010 ．51423 、7
中

央

付

着

M322 ．100

M444 ．200・一一壁

付着 群 S ユ 2829 ．55
　　卩
8 ．5

s21515 ．81932 ．2
｛則

方

付

着

Sヨ 99 ．558 ．5

S41212 ，635 、1

2M o0 11 、7

2S1 22 ．1610 ．2

2S中 o0 1 ／．7両　 壁

付着群 2s2 00 00

2S3 11 ．100

汁 33 ，2813 ．6

合 　　計 95　　　　　　　　 59

が絶対的 に多 く， 中で も S1 型 が29．5％と特に 多

く， 又 M
、）

M2
，
　 S2

，
　 S4 の お の お の の型が 10％〜

15％で ある こ と，両壁付着が非常に 少な く，僅 か

に 3．2％に過ぎな い 等 の 点は既に 述 べ た 頭位 の パ

タ ー ン と一一致 して い る．

　 ロ 。次 に 前項 と同 じ経産婦で 骨盤位で あつ た 時

の 胎盤 の 型別 の 分布を示 す と表 6 の 通り とな る．

これで は 一壁付着 の M2 型 と S2 型 が そ れぞれ

23．7％ ，
32．2％ と非常 に 多 い の に 反 し，

M
、 型，　 S

エ

型 ，
S
， 型 ，

　 S4型等は 非常 に 少 な く， 又両壁付着

が全体と し て 13。6％ とな つ て い る等の 点は 骨盤位

が示 す特有な分布で あり， 骨盤位 の パ タ ー
ソ と

一

致 し て い る．

　以上 の 同一人を対象 と し た 結果か ら い うと， 胎

盤 の 型 の 分布状態 は ， 胎位 の 差に より全 くそ の 傾

向を 異に し，頭位 の場合は頭位の パ タ ー ソ を，骨

盤位 の 場合 に は骨盤位 の パ タ ー
ン を示す とい うこ

とが出来る．

　 連続 2 回 の分娩が骨盤位 で あつ た場合の 胎盤 の

型 に つ い て ．

　 連続 2回 の 分娩が骨盤位で あつ た例 は昭和 41年

よ り11年間に僅か に 41例で あつ た ．こ の 中に 7 例

の 子宮奇形が含 まれて い る の で ，これを除い た 34
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表 7　 連 続 して 2 回 骨 盤 位 で あ つ た 例 で 初 回 ，
　 2 回 目の 骨盤 位の お の お の の 場合の 胎盤の 型

　別の 分布状態

初 回 骨 盤位 二 ［・ 旧 骨 盤位

胎盤 の 型 例 数 ％ 例 数　 　 ％

M1o ＿←．
o   0

M2525 ．O926 ．5
中

央

付

着

M30Q 00

M400 00一
　 壁

付着群 SI210 ，038 ，8

S2630 ．01029 ．4
側

方

付

着

S3315 ．012 ．9

S415 ．00o

2M 00 o0

2s1 315 ．05M 、7

2S中 0o 12 ．9両　 壁

付着群 2S2 00 4ll ，8

2S3 0o ユ 2 ．9

計 315 ．0ll32 ．3

合　 　計 2  34

例 に つ い て 初 回 と 2 回 目 とに 分け て 胎盤 の 型別 の

分布を調査 し た （表 7 ）．

　初回 の 骨盤位 の 場合 ： 胎盤 の 型 の 明らか な20例

に つ い て の 胎盤の 型別 の 分布は 表 7 に 示す ご と く

で M
， 型 ，

S2型が特に 多 く又両壁付着 が全体 と

し て 15．0％を 占め て い る点は 骨盤位 の パ タ ーソ で

ある ．

　 2 回 目の 骨盤位 の 場合 ： 34例 の 胎盤 の 型別 の 分

布は 表 7 に 示 す通 りで
， 初 回の 場合 と同様M

、型，

S2型が特に多 く，両壁付着 が全体 と して 32．3％ と

非常に 高 い 頻度を示 して い る， こ れ は 明らか に 骨

盤位 の パ タ
ー

ン に
一

致し て い る．以上 の 2 つ の結

果は 骨盤位を初産経産別に 観察 し た 前項の 結果 と

全 く一致 し， こ こ で も初回， 2 回 目 とは 関係 な

く，骨盤位 と し て の 特微 の み が 出て い る ．

　　　　　　　　　考　　案

　成書 に は 骨盤位 の 原因 と し て 未熟児，双 胎，奇

形（水頭症等），巨大児，羊水過多症，前置胎盤 ， 子

宮奇形，腫瘍，狭骨盤等が記載され て い る．然 し

P．Tompkins7 ）
は 上記 の もの を 原因 とする骨盤位

は全骨盤位の 中の僅か に 15％を占め る に 過 ぎず ，

残 りの 85％ の 骨盤位は そ の 原因を他に求め なけれ

ばな らな い と言 つ て い る ．それ で は その 原因を何

処 に求むべ きで あろ うか ．こ の こ とに 関して は 残

念な が ら今尚靄 に 包 まれ た 状態に ある と言わ ねば

な らな い だ ろ う．

　こ の 原因を探求す る上 に 何よ りも先に 必要な こ

とは 骨盤位の臨床所見を改め て見直す こ と で は な

か ろ うか ． こ うい つ た 考え の もとに そ の 手始め と

して妊娠中お よ び分娩時 の骨盤位を 検討す る こ と

に した ．衆知 の 如 く妊娠中期に 於い て は 骨盤位は

可成沢山あるが妊娠 の 進行 と共に 減少し
， 分娩時

に は 3〜 5 ％に な る と言わ れ て い る．小川
4）

に よ

れ ば表 8 に示す通 り妊娠第 6 月で は 61，5％を占め

て い た 骨盤位 （横位 ， 斜位 も含む）は 妊娠 の 進

行 と共 に減少 し， 分娩時 に は5．2％ とな つ て い る

し
，

こ の 調査で も妊娠第 7 月で 40％ もあつ た 骨盤

位が分娩時に は 4．5％に減少 して い る． こ の よ う

に 妊娠中期で は 半数近 くの もの が 骨盤位 で ある

が，妊娠が進む に 従つ て 殆ん ど大部分 の もの が 自

己回転 に よ り自然に 頭位とな り，分娩時 に は僅か

3 〜 5 ％ の も の が骨盤位 と し て残 る こ とに な る。

　自己 回転 の 原動力は胎児の運動 と子宮の収縮の

二 者で ， 前者は 胎児 の 四肢，背柱 の 運 動 ， 主 と し

て 下肢 の 屈伸運動 で あ り，後者は 自発的な子宮筋

の 収縮 と子宮 内外 ， 特に 胎児の 運動に よ る刺激 に

よ つ て 起 こ る収縮 で ある． こ の 二 者が相俟つ て 胎

表 8　妊娠各 月 に お け る頭 位 の 頻 度 お よ び 自己 回 転 の 頻 度 （小 川
4》

に よ る ）

妊 娠 月 数 4 月 5 6　　　　　 7 8 9 10 分娩 時

頭 位 の 頻 度 21 ．3％ 24、338 ．556 ．265 ．678 ．894 ，896 、0

頭位 以外，主 と して

骨盤 位の 頻度
78．7％ 75，761 ．543 ，834 ．42L2 5，2 4．0

自己 回 転 の 頻 度 73 ．7％ 74，268 ，2　 　 　 33．3
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児 は 子宮内で 廻旋 し ， 児頭が子宮腔の 下極 で ある

子宮下部に 来て 固定 し，こ こ で頭位 と して安定す

る と考え られ て い る．こ う考え て く る と永久骨盤

位は こ の 自己 回転の 過程中回転を障害す る何等か

の 原因がある 場合起こ る とい う考 え方が 最も妥

当で あ り， 従つ て 自己回転を障害する何等か の 原

因， こ れが 即ち骨盤位 の 原因に なる と言 える．

　 自己回転を障害する因子 として 当然考えね ばな

らな い こ とは 胎児に 最 も身近か な胎児が発育 しつ

つ ある環境で ある胎盤 と臍帯 とで あろ う． Steve−

nson6
）

（1950）は こ の 胎盤 の 付着部 に 注目 し， 胎盤

の 子宮角付着 に 骨盤位 の 原因を求め て い る ．単胎

妊娠で 持続的に 骨盤位で あつ た 妊娠来期 の 76例 中

全例に 胎盤 の
一側子宮角付着を証明 し，

こ れ が骨

盤位 の 原因 で ある と推論し た ．Harold 　Se　Morgan

もこ れ に賛意を表 して い る． Stevensonの 言 う子

宮角付着 と は 著者の 胎盤 の 型分類に よ る と，
2S

中

型 と こ れ に 近い 2S
エ 型 ，

2S
， 型 とで あ り， これら

の型が骨盤位に 深い 関係を有 して い る とい い 得る

こ とに な る が
，

こ う考え て くる と骨盤位 の 成因を

検討す る に は 胎盤 の 付着部位 と形状を無視す る こ

とが出来ない こ とが痛切 に感ぜ られ る．

　以上 の こ とを念頭に 置い て 今回 の 調 査の 結果を

み る と多くの 興味 ある点を見出す こ とが出来 る．

即 ち，1．妊娠中期 よ り末期に かけ て 骨盤位の 減少

度 は 胎盤 の 型 に よ り大 きな差が ある こ と ， 2．分娩

時 に は 骨盤位は或特定 の型に集 中 し，胎盤 の 型別

の分布状態が 特異 なパ タ ーン を示 す こ と ， 3．同一

人 の 場合で も胎盤 の 型別 の分布 は頭位 の 場合は 頭

位 パ タ ーン を，骨盤位の 場合は骨盤位 の パ タ ー
ン

を 取る こ と ，
4．］”

一一・
人 で 連続骨盤位 で あつ た例 で

は初回 の 骨盤位 の 場合 も ， 2 回 目の 骨盤位 の 場合

もい ずれ も弼盤 位 パ タ ー ソ を示す こ と等で ある．

　 骨盤位 の パ タ ー ン は 胎盤 の 型 の 中一壁付着 の

S
、 型， M2 型 と 両壁付着の 各型が高い 分布を示

して い る パ タ
ー

ン を指 し て い る． こ れ らの 型 の 申

で特に 分布 の 高 い 胎盤 の 型 は S
， 型 と M

、 型 と

で ある．S2型 は胎盤が子宮の 前壁か後壁か の い ず

れ か の
一

つ の 難 に 片側 に 偏 して 付着 し，一部は 子

宮底に ，

一
部は側縁 に接 し ， 横に長い 楕円形又は
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図 7　 M2 型 の 胎盤 に お け る 胎児 （単殿 位） の 子 宮

　内の 状態

　 　 　 1

II

卵円形を 呈 する も の で あ り，
M

， 型は こ れも子宮

の 前壁か 後壁か い ずれか の一つ の壁 の 中央 に付着

し， 子宮底に接 し横長の 楕円形又 は卵円形を呈 す

る胎盤で ある．胎盤が こ の よ うに 子宮底に接 して

付着 し，横長 の 楕円形 で ある場合に 骨盤位が多 い

こ とに な る が ，
こ の 場合 の 胎児 の 子宮内で の 状態

を示す と図 7 の よ うに なる．児頭は ほ ぼ中央か 又

は 少 し側方に偏 し ， 胎盤 と反対側に ある．こ の 状

態が胎児 の 自己回転を障害 し て い る こ とに な る。

　S2型，　 M2 型 に 次 い で 骨盤位 の 多い 両壁付着 の

各型 の 中，2M 型 ，
2S

， 型は主 胎盤 ， 時に は 副胎

盤 も同時 に 横に 長 い 楕円形を な し ， こ れが子宮底

を狭ん で 付着 し て い る し，2S中型 ，
2S2型で は主，
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弓・

副胎盤が子宮角又 は こ れ に 接 し た 子宮の 側縁を狭

ん で 環状に 横に 細長 く付着する こ とに な る． こ の

よ うに胎盤 が子宮底に 接 して 横長 の 状態 に付着 と

い う点で ，S2 型 ，
　 M2 型 と同 じ条件 ICある こ とに

な り，同時に胎児の 自己回転を障害す る結果 とな

る の で あろ う．以上 の 理 由か ら骨盤位 の 成立に 胎

盤 の 付着部位 と形状が可成密接な関係に ある と言

え る．

　然 し骨盤位 の 原因を こ の 胎盤の付着部位 と型状

の み で 説明す る こ とに は 尚無理 が ある よ うに思わ

れ る． 胎盤 と同様臍帯 も胎児 の 環境を作 る 要因

で
，

こ れ も検討を要す る もの で ある と思 う．将来

こ の 方面 へ も究明を進め た い ．
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